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用語の説明 

 

用語 説 明 

運 転 事 故 
列車衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故、踏切障害事故、道路障害

事故、鉄道人身障害事故及び鉄道物損事故をいう。〔*〕 

列車衝突事故 
列車が他の列車又は車両と衝突し、又は接触した事故。本文中では、軌

道における車両衝突事故を含む。 〔*〕 

列車脱線事故 
列車が脱線した事故。本文中では、軌道における車両脱線事故を含む。

〔*〕 

列車火災事故 
列車に火災が生じた事故。本文中では、軌道における車両火災事故を含

む。 〔*〕 

踏切障害事故 
踏切道において、列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と衝突

し、又は接触した事故 〔*〕 

道路障害事故 
踏切道以外の道路において、列車又は車両が道路を通行する人又は車

両等と衝突し、又は接触した事故 〔*〕 

鉄 道 人 身

障 害 事 故 

列車又は車両の運転により人の死傷を生じた事故（上記の 5 種類の事故

に伴うものを除く。）〔*〕 

鉄道物損事故 
列車又は車両の運転により５００万円以上の物損を生じた事故（上記の 6

種類の事故に伴うものを除く。）〔*〕 

列 車 事 故 
列車衝突事故、列車脱線事故及び列車火災事故をいう。 

踏 切 事 故 
踏切障害に伴う列車衝突事故、列車脱線事故及び列車火災事故並びに

踏切障害事故をいう。 

輸 送 障 害 

鉄道による輸送に障害を生じた事態（列車の運転を休止したもの又は旅客

列車にあっては３０分（旅客列車以外にあっては１時間）以上遅延を生じた

もの）であって、鉄道運転事故以外のもの。〔*〕 

イ ン シ デ ン ト 

鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態。（例えば、踏切

の遮断機が作動しない、列車走行中に客室の乗降用扉が開くなどの事

態。いわゆるヒヤリ・ハットのような軽微なものは含まない。）〔*〕 

閉 そ く 違 反 
インシデントの分類のひとつ。閉そくの取扱いを完了しないうちに、当該閉

そく区間を運転する目的で列車が走行した事態。 

信 号 違 反 

インシデントの分類のひとつ。列車の進路に支障があるにもかかわらず、

当該列車に進行を指示する信号が現示された事態又は列車に進行を指

示する信号を現示中に当該列車の進路が支障された事態。 
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信 号 冒 進 
インシデントの分類のひとつ。列車が停止信号を冒進し、当該列車が本線

における他の列車又は車両の進路を支障した事態。 

本 線 逸 走 
インシデントの分類のひとつ。列車又は車両が停車場間の本線を逸走した

事態。 

工 事 違 反 
インシデントの分類のひとつ。列車の運転を停止して行うべき工事又は保

守の作業中に、列車が当該作業をしている区間を走行した事態。 

車 両 脱 線 

インシデントの分類のひとつ。車両が脱線した事態であって次に掲げるも

の。 

イ 本線において車両が脱線したもの 

ロ 側線において車両が脱線し、本線を支障したもの 

ハ 側線において車両が脱線したものであって、側線に特有の施設又は

取扱い以外に原因があると認められるもの 

施 設 障 害 
インシデントの分類のひとつ。鉄道線路、運転保安設備等に列車の運転

の安全に支障を及ぼす故障、損傷、破壊等が生じた事態。 

車 両 障 害 

インシデントの分類のひとつ。車両の走行装置、ブレーキ装置、電気装

置、連結装置、運転保安設備等に列車の運転の安全に支障を及ぼす故

障、損傷、破壊等が生じた事態。 

危険物漏えい 
インシデントの分類のひとつ。列車又は車両から危険品、火薬類等が著し

く漏えいした事態。 

保 安 監 査 

鉄道事業等監査規則（昭和６２年３月２運輸省令第１２号）に基づき、輸送

の安全を確保するための取組が適切であるかどうか、施設及び車両の管

理及び保守並びに運転取扱いが適切であるかどうか等について行う監査

をいう。 

鉄 道 事 業 

設 備 投 資 

鉄道事業固定資産を形成する投資のこと。鉄道事業固定資産とは、鉄道

事業会計規則に定められた資産であり、線路設備、停車場設備、電路設

備、車両などを指す。 

安 全 関 連 

設 備 投 資 

ここでは、鉄道事業会計規則でいう鉄道事業設備投資のうち、輸送の安全

にかかわるもの。 

施 設・車 両 

の 修 繕 費 

ここでは、鉄道事業会計規則でいう鉄道事業営業費のうち線路保存費、

電路保存費、車両保存費に関する修繕費を指す。 

注）本用語の説明は、鉄道事業法を基本に記載しております。 

*：詳細は「鉄道事故等報告規則」、「軌道事故等報告規則」をご参照下さい。 


